
館活用検討委員会と連携し、学校

ティアの新規で登録については、現状より更に困難な状況にな 支援を中心にサービス提供に努める。

る。

　図書館は、貸出件数が連続して減少していたところ、平成２７年９月に開設した上戸田分

館の効果で平成２８年度は目標を大きく上回っが、再び数値が目標を下回ってしまった。

Ｃ
　博物館支援ボランティアについては、登録者の物故や転出などで計画どおりに増員できて

いない。

　平成３０・３１年度に大規模な修繕を行うため、その分予算増となるが、それ以外の部分

では削減されることとなる。工事終了後については、図書館運営を指定管理者に移行するの

→ でその準備事務を進める。

　今年度は、７月から工事休館となるが、代替措置を行うことでサービスの低下を最小限となるよう努力する。図書館の指定管理者制度の

導入については、予定どおりに事務を進めていく。

戸田市 施策評価シート

作成日 平成30年06月14日 作成者名 熊谷　尚慶 評価者名 鈴木　研二

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

01 子どもの成長と生涯にわたる学びのまち 教育委員会事務局・生涯学習課

04 生涯学習

12 図書館・郷土博物館サービスの充実

　図書館や郷土博物館サービスの利用により、市民が必要な資料や情報を入手し、自らの暮らしや仕事に役立てることで、

心豊かな生活を送ることができるようにします。また、図書館や郷土博物館と学校との連携を深め、児童・生徒が実感を持

って学習できるようにしていきます。

展示及び教育普及事業

図書館管理運営費

図書資料などの貸出点数 年間の貸出点数
点 731,700 726,000 751,336 719,679

(当初値726,000点の0.78％増 )
博物館支援ボランティアの 登録者数

人 50 45 32 32
養成 (当初値から毎年１名増 )

　図書館本館は、本年７月から平成３２年３月まで工事休館に 　図書館では、工事休館中新曽福祉センターに配本所を新たに

なるが、その間できる限りのサービス提供を考えていかなけれ 開設する。また、本館自習席の代替措置として、公共施設の利

ばならない。 用を考えている。

　郷土博物館についても同様である。なお、博物館支援ボラン 　郷土博物館では、郷土博物
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５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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